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( ♂-1で飽和 )で表面W原子の変位の周期性が変化 し半整数スポットが4つに分離する
(commensurate-incommensurate転移,以下この2相をC相, IC相と略記 )｡ Lau
と Ying のモデルに基づき平均場近似の範囲でこの転移について調べた結果,清浄表面では
C相が安定であるが,fトW間相互作用を第 2近接まで考慮するとこの相互作用がC相をこわ
して IC相に転移することがわかった｡ Lauと Ying もこの転移について論じているが,
lC相を安定にする機構は異なっている｡


























その結果, trとlnSfer積分, クー ロン積分,V,全電子を変えると,一単位胸内のモーメント
の相対的な向きや大きさが変わり,観測されている様々な秩序状態が現われる()そこで,CsCl
型構造の lle】くhにこのモデルを適用 してみた｡_lcl‡hは,低温で反強磁性状態であり,:i4()K
で強磁性へ l次転移する｡また,この転移温度は成分比,磁場,圧力を変えると,大きく変化
する. このような_1.i(､]くhの挙動を,定性的ながらも説明できることを示 した()
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